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研究成果の概要： 
５名がボルネオ先住民社会を各々担当し、「自然災害」の受容の仕方を調査研究した。イバン社

会で河岸浸食を調査した祖田は、その複合的要因を明らかにし、人々の語る因果論との齟齬を

指摘した。クメナ川流域社会を調査した石川は、地域史にも目を向け、自然災害への可塑性を

人々の生存戦略のあり方から説明した。カヤン人の移住時の災いを調査した津上は、森と精霊・

死霊・人間の関連の仕方を明らかにし、災いは「自然」侵犯へのしっぺ返しなどではないこと

を示した。スクラン川の鉄砲水に関するイバン住民の言説を調査した内堀は、鉄砲水について

の今日的説明のあり方を詳細に描き、また民族学的に有名なタブー侵犯と洪水との因果論が成

り立たないことを示した。動物への不適切な扱いが雷雨や洪水を引き起こすというプナン人の

言説と儀礼を調査した奥野は、その観念が人間/動物の対等・対称的な関係を維持していること

を指摘した。最終年度には現地大学に成果を持ち寄り、内外研究者を交えたセミナーを開いた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 5,500,000 1,650,000 7,150,000 

２００６年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

２００７年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

２００８年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000 

  年度    

総 計 16,500,000 4,950,000 21,450,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文化人類学・民俗学 
キーワード：文化人類学、宗教学、防災、自然災害、安全･安心 
 
１．研究開始当初の背景 
 本グループはボルネオ島において科研費
調査研究を 2000 年度より４年間行い、人類
普遍の世界観とされがちな「人為」と「自然」
とがスタティックに対立する自然環境認識
のあり方を批判的に再検討した。この問題関
心を継承しつつ、「自然災害」の受け止め方
に焦点をあてたのが、今回の研究である。 
 
２．研究の目的 

 ここで言う「自然災害」とは、近代的思考
枠組みにおいて、少なくとも直接には「人為」
ではなく「自然」自体のプロセスによって引
き起こされると理解された災害を意味する。 
 「自然災害」は「人為」的世界の外部から
思いがけず襲ってくる力による災いという
意味合いを強く持つ。この概念の成立背景に
は明らかに、「自然」と対峙しこれを制御し
うる防災力ある社会構築を重要課題とする
近代技術観と、それを作動させる近代国家の
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枠組みがある。こうした国家体制の庇護の下
にあってこそ、災害予測や防災一般に関する
数々の科学技術も目覚ましく発展してきた。
だが、そもそも人間にとっていかなる状態が
「危険」なのかは、当該の時代と社会におい
て共有されるものの見方・考え方からの規定
を免れえず、今日の防災スペシャリストもま
た、そうした文化的規定の及ぶ範囲の「危険」
を排除しようとするという限界をもつ。 
 本研究は、ボルネオ島先住民諸社会の「自
然災害」に関する認識のあり方を、現地にお
ける人類学的な参与観察とインタビューを
通じて、実践と言説の両面で実証的に明らか
にすることによって、近代社会で「自然災害」
と一括りにされるはずの諸現象に関し、先住
民各社会の人々がこれらの現象をいかなる
個別的な因果関係によって了解し、いかなる
固有の論理によって受容し、また対応してき
たのかを解明することを目的とする。以下、
５名の研究者別に方法と成果を記述する。 
 
３．研究の方法 
（１）祖田はトピックとしてサラワクにおい
てこの３０年ほどの間に急に進んだと見ら
れる主要河川中流域の河岸浸食をとりあげ、
自然科学的な原因解明を試みると同時に、住
民へのインタビューを通じて、その弊害と原
因とに関する認識を調べ、また住民がいかな
る防災策を取っているかを調べた。主要河川
のほぼ全てを訪れたが、特に集中的に調査を
行ったのはラジャン川中流域である。 
（２）石川はサラワクの諸社会が自然災害に
対して高度な可塑性を見せてきたと仮定し
た上で、クメナ川流域の華人、マレー人、イ
バン人、オランウル系の人々の全体を見渡し
つつ、特に後２者における生存戦略を歴史的
に描き出すという方法をとった。現地調査を
繰り返したほか、当該地域の歴史資料として
とりわけサラワク・ガゼットを多用した。 
（３）津上は、「自然災害」概念の再検討の
ための一作業として、最近大規模なリロケー
ションを経験したばかりのバルイ川流域の
カヤン人が、新天地への移住の際に起こる災
いについて、どのような因果関係で説明し対
応してきたのかを、調査した。 
（４）内堀は、大規模災害におけるようなグ
ローバル化された自然災害言説とは異なる
人々自身の語りを聞き検討する機会として、
正に局地的自然災害と言える 2000 年初めの
スクラン川中流部における鉄砲水に着目し、
イバン人住民の言説を調査した。 
（５）奥野は、雷雨や大水などの自然の脅威
が、雷神という超自然的存在によって引き起
こされるという、東南アジア島嶼部諸地域の
先住民社会の間に広がると報告される、自然
災害をめぐる信仰実践に焦点をあてて、ブラ
ガ川上流域の（元）狩猟民プナンの共同体お

よびその周辺の狩猟キャンプなどで調査研
究を行った。 
 
４．研究成果 
（１）祖田 
 ラジャン川中流域における河岸浸食はす
さまじい。住民（主としてイバン人）による
と浸食は 1970 年代から始まり、これまで 20
ｍ~50m にも及ぶ河岸の後退となっている。
川の流れが速くなっているとの指摘もある。
村の前の果樹、畑、船着き場の損失はもちろ
んのこと、村自体が移動を余儀なくされるケ
ースや、土地不足をきっかけとして住民間の
不和がもたらされるケースもある。 
 河岸浸食の遠因として以下のことが指摘
できる。村（ロングハウス）や学校用地の河
岸浸食が目立つことから、人為的な植生撤去
は一つの遠因に違いない。他方、中流域には
上流域からのものと考えられる土砂の堆積
が大量に見られ、これも河川幅を広げる遠因
になっている。1970 年代以降に上流域にお
いて急速に進んだ森林伐採が関係している
のだろう。浚渫（しゅんせつ）作業も遠因に
なっている可能性がある。では、浸食を実際
に引き起こす、より直接的な原因としては、
どのようなものがあるか。住民は誰もが高速
船の波を指摘する。高水位時に確かにこれは
原因となろう。高水位時の流木も浸食の直接
原因となると思われる。他方、河川氾濫が引
いた時にも浸食はひどいと住民は言うが、そ
れが浸食の直接原因になることは言うまで
もない。因みに、人々によれば河川氾濫の程
度と頻度は増しているとのことである。もう
一つ、住民の示唆からすれば、ひどい干ばつ
で河岸にひびが入った場所に水位が戻った
際も、浸食は激化する。 
 高速船の導入時期が河岸浸食の開始時期
と重なっているため、住民は浸食の原因を高
速船に求めがちなのだが、上流域における森
林伐採の本格化も同じ 1970 年代だったこと
には気づいていないことが多い。 
 以上の通り、サラワクの主要河川中流域住
民は河岸浸食という新たな災害に晒されて
いる。しかし、それへの対応策を講じている
村はまれであり、講じているとしても抜本的
とは言い難い。むしろ住民は政府その他から
の援助をあてにしがちであり、その分、この
ような自然災害に対応する可塑性を失って
いるように見える。 
（２）石川 
 サラワク諸社会は太陽光と天水の豊かさ
からハイ・バイオマス（高生物量）な環境に
置かれており、クメナ川流域社会もその例に
漏れない。ここには下流からおよそ順に、華
人、マレー人、イバン人、オランウル系の人々
が棲み分けしている。19C 後半から 20C 後半
にかけての歴史資料を見る限り、この地域に



 

 

飢餓の記録がないことは、この社会の自然災
害に対する高い可塑性を示唆している。ここ
ではマレー人や華人との関わりにも注意し
つつ、イバン人やオランウル系の生存の仕方
に注目してみる。 
 歴史資料や住民へのインタビューから得
られた 19C以来のイバンやオランウルの生存
の仕方は、蜜蝋、樟脳、サゴ、グッタペルカ
やジェルトンその他のゴム系樹脂、籐といっ
た（非木材の）森林産品の採集と、そのマレ
ー人や華人の商業ネットワークへの供給と
いう面を抜きにしては語れない。しかも彼ら
は森林産品の出来や市場価格の浮沈を十分
に意識して採集対象を変えるなど、極めて合
理的な経済人として振る舞っていた。1870年
代から 20C初頭にかけて森林産品はサラワク
国の総輸出の３分の１を占めており、サラワ
ク国政府もその振興に積極的だった。その後、
20C 前半のうちに産業ベースのシステマティ
ックな森林伐採が福州系華人の主導で盛ん
になっていった。 
 イバンやオランウルは森林産品供給によ
る貨幣経済への参加と焼畑陸稲耕作、そして
いざというときの非常食（サゴなど）採集と
いう３点の間を自由にシフトしながら生存
してきたのである。彼らが定着的な換金作物
栽培にコミットしなかったことも生存にお
ける可塑性と評価してよい。以上のような傾
向は現金収入源が森林伐採関連の労働によ
るものに移行した現在についても言える。 
 生存に関する可塑性はサラワクの先住民
に多かれ少なかれ言えることであり、移動性
や出稼ぎを賞揚する文化、耕作外労働と焼畑
耕作との両立可能性、そして定着的な換金作
物栽培というストック型生存とは異なるフ
ロー型生存、といった諸特徴で説明も可能だ。 
（３）津上 
 バルイ川の焼畑耕作民カヤンは、新天地へ
の移住を村単位で頻繁に行ってきた。最近も
政府主導ではあるがアサップ地域に向けて
大規模移住を行った。かつて人々は移住に際
し、鳥や動物との出会いなど様々な事象によ
る吉兆判断を盛んに行っていた。これらは 60
年程前の宗教改革や最近のキリスト教改宗
によってほぼなくなったが、新天地が「良い」
場所かどうかという関心は今でも強い。 
 移住時に人々が配慮する存在として、原生
林に多く住むとされる精霊達がいる。アサッ
プへの移住に際しても、人々は精霊達に何か
贈与して立ち去って貰う趣旨の儀礼や、神に
精霊達を追い出すよう頼む祈りを、行ってい
た。また、移住の決行後、ある村で頻繁に病
気や事故死が続いたことについても、土地の
精霊の仕業が疑われ、祈りがよく行われた。
ここで重要なのは、これら精霊には「川の霊」
といった名が与えられているが、名に冠せら
れる樹木名や景観要素（山や川など）は住み

場所を表しているに過ぎず、それらの精霊が
木や山や川を表象しているわけではなく、ま
してや「自然」を表しているとは言えない、
という点である。 
 人々が新天地への移住で気にする存在に
は人間の死霊もいる。アサップへの移住後に
頻発した不幸については、移住直前の死亡者
たちを長年住んだ場所に正しい手続きで葬
らなかったからだという意見も強く、これに
対処する儀礼や祈りが行われた。移住の際の
死霊への配慮は、100 年以上前に起こった大
量殺戮の場に足を踏み入れざるを得ない場
合にそこで儀礼を行うとか、大昔の墓地はも
ちろんのこと新旧の村跡地に対してもなる
だけ触れぬようにするといった例からも、理
解できる。原生林への移住に際してすら、そ
の土地で死んだ者が想定されることがある。 
 カヤンの死霊の観念は、人は住んだり耕し
たりすると、その場所や土地に「人格」のよ
うなものを残す、という考え方を基盤にして
いるようだ。移住元に魂が居残って病気にな
るという危惧や廃墟化したロングハウスへ
の恐怖もこれによって説明されるし、彼らの
土地「所有」観もこれが基礎となっていると
解釈できる。以上からすれば、カヤンが移住
を繰り返してきた中央ボルネオは彼らにと
り、人間の足跡があちらこちらに刻まれた高
度に歴史的な世界なのだ。 
 カヤンは新天地への移住時に精霊だけで
なく死霊にも注意を払う。また精霊は木や川
とは別物である。つまり森林は、精霊と死霊
そして人間が住む自明の環境なのであって、
近代社会におけるように人間世界と対立す
る「自然」世界という意味合いはない。（そ
もそもその意味での「自然」を表す語はない）。
だから、移住時の災害はカヤンにとり、侵犯
された「自然」からの仕返しなどではない。 
 なお、子を作り土地財産を遺すというカヤ
ンのありきたりの営みは、前述の「人格を残
す」という観念を参照すれば、個人の死を受
容させる営みとして、「自然災害」への可塑
性の基盤を成すと解釈することもできる。 
（４）内堀 
 スクラン川中流の鉄砲水では、13村のうち、
大まかに言って上流方面の４村が床レベル
を様々な程度に超えた増水を、下流方面の６
村では床レベルにやはり様々な程度でせま
る増水を、それぞれ見た。夜の鉄砲水だった
のに人的被害が皆無だったのは、長雨ゆえに
舟からの水掻き出しに出ていた村人が水位
急上昇を見て、必要に応じた避難をしていた
からだ。物的被害の方は、床上浸水がなかっ
た村々も含めて様々に及び、総じて甚大だっ
た。このような鉄砲水は前代未聞だったので
防災の余地は小さく、それゆえ「人災」とし
て語られることは殆どない。「天災」として
の説明も、川の形状や建物立地などによって



 

 

極めて自然的合理的に為される。また、鉄砲
水は元を辿れば森林伐採が関連することを
彼らが知らないわけではないが、そのような
人間側の要因も、自然論的に語られる鉄砲水
の因果論には入ってきにくいのである。 
 ここで、島嶼部東南アジアに広くあった
「近親相姦などのタブー侵犯が洪水をもた
らす」という観念のイバン版である「クディ」
について触れる。一応のところ、イバン人た
ちは近親相姦がクディに関係していると考
えていると言ってよい。しかし、狩り取られ
た頭骨が生命力をもつため豊饒を生み出す
という理解図式のなかの「生命力」という要
素は研究者による発明である、と指摘したニ
ーダムの所説は、クディを考察するのに示唆
的である。これに照らせば、日常会話におい
てクディは近親相姦によって引き起こされ
たという因果理解は正しくない。クディは、
近親相姦とその結果としての天候異変の双
方を示している。その用法の延長線上に、近
親相姦などの原因なしに、突風がクディと呼
ばれることになる。言い換えれば、日常の語
りにおいて、クディには原因や結果などはな
い。クディとは、因果の枠組みではなく、参
照の枠組みなのだ。クディに関して、因果連
関は、いったいどこに行ったのだろうか？ 
（５）奥野 
 サラワクの（元）狩猟民であるプナンの現
地調査研究を通じて、雷雨や大水といった彼
らにとっての自然災害の発生が、動物に対す
る禁忌の侵犯に深く関わるものとして観念
されていることに気づくようになった。 
 プナンにとって、そうした自然災害は常に、
人間の動物に対する間違ったふるまいの結
果だとされる。それらは、人間が動物をから
かったり、さいなんだりしたために、雷神か
らの天罰として起きたと考えられている。そ
のため、動物をいじめたり、動物と戯れたり
してはいけないという強い禁忌がある。 
 （元）狩猟民プナンの動物に対する態度は、
周囲の森林伐採が進められ、生態系だけでな
く暮らしそのものが大きく変化した今日で
も、ほとんど変わりがない。プナンにとって
の最大の脅威である雷雨や大水などの自然
災害は、彼らにとって身近な存在である動物
に対する態度のうちに捉えられるのである。 
 そのような動物をめぐるプナン人の禁忌
の実践にはどんな意味があるのだろうか。農
耕・牧畜という生業形態を発展させることに
よって、人間は動物に対して、生殺与奪の権
利を次第に手に入れるようになった。そのよ
うなヒト中心主義的な動物観は、今日、グロ
ーバル化による生物資源の世界的な需要の
高まりともあいまって、地球上の各地で、人
間と動物の間に、様々な現実的課題を生み出
している。 
 そうした人間と動物の関係史の視点に照

らせば、自然災害をめぐって発動するプナン
人の禁忌は、結果的に、プナン社会にある人
間と動物の間の「対等な」/「対称的な」関
係性を維持するように、あるいは、ヒト中心
主義に陥ることがないように、働いていると
捉えることができる。 
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